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韓国の 2014 年木材需給見通し 

 

 

 

１．2014 年木材需給見通しの概要 

（１）木材需要は前年対比で 2.3％増 

今年の国内経済成長率（3.8％）および木材産業の動向等を勘案し、木材需要

は、前年の 28,151 千 m3から 28,812 千 m3へと 2.3％増加する見通しである。 

 

（２）国産材の供給量は前年比 5.9％増 

国内の木材産業の景気は沈滞しているものの、バイオマスの需要増加に伴い、

国産材の生産量は、前年の 4,897 千 m3から 5,184 千 m3へと 5.9％増加する見通

しである。 

 

（３）木材自給率は前年対比で 18.0％へアップ 

国産材の生産増加により、木材の自給率は前年の 17.4％から 18.0％へと 0.6

ポイント上昇。ちなみに、「木材産業振興総合計画」では、木材自給率が 2014

年 18％、2015 年 19％、2016 年 20％、2017 年 21％という達成目標を掲げている。 

木材輸入量は、前年の 23,254 千 m3から 23,628 千 m3へと 1.6％増加する見通

しである。 
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２．主要木材製品別木材需給見通し 

（１）製材品用 

建設投資景気の沈滞に伴って製材品用の木材需要は、前年と比べて 2.3％増と

なる見通しである。 

供給では、国産原木の利用が前年比 1.2％増、製材用の原木輸入が同 1.9％増

と予想されるため、製材品の輸入が同 0.2％増の見通しである。 

 

（２）合・単板用 

合・単板用の木材需要は、前年比 2.8％増加する見通しである。 

合・単板製造に供する国産原木、輸入原木の供給は、前年比それぞれ 3.4％、

2.9％増加する見通しである。 

輸入合・単板製品は、前年と比べて 2.8％増加する見通しである。 

 

（３）パルプ用 

製紙産業の長期不況に伴って、パルプ用の木材需要は続いて減少し、前年比

2.8％減となる見通しである。 

供給面では、大規模な広葉樹林の樹種更新に伴い、国内パルプ用の原木供給

は前年比 2.0％増加するものの、パルプ輸入は同 3.2％減少する見通しである。 

 

（４）木質ボード用 

最近、UNID 企業及び（株）東和企業などが新しいボード工場を設立したため、

木質ボード用木材の需要量は、前年と比べて 4.5％増加するだろう。 

マツ材線虫病被害木の発生及び活用などによって、木質ボード製造用の国内

原木の供給は前年比 1.7％増加し、製造用輸入原木及びボード類製品の輸入も

7.0％増加する見通しである。 

 

（５）バイオマス用 

木材ペレットなどに対する需要が、前年と比べて 41.2％へと急増すると予想

され、それに伴って国産原木の供給、木材ペレットなどの製品輸入は、前年比

それぞれ 37.6％、43.3％へと大幅増加するだろうと見られる。 

 

（６）その他 

木造住宅などの建築製品の需要は増加すると予想されるが、杭木、シイタケ

用原木、木屑などの需要は減少し、全体的な需要量は前年比 1.2％減少る見通し

である。 
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表１ 主要木材製品別木材需給見通し 

区分 
2009年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年見通し 

（千 m3） 前年比（％) 

供給 
国産材 3,176 3,715 4,210 4,506 4,897 5,184 5.9 

輸入材 23,431 23,897 23,398 23,313 23,254 23,628 1.6 

合計 26,607 3,715 27,608 27,819 28,151 28,812 2.3 

需要 

製材用 5,852 5,426 5,533 5,378 5,736 5,752 2.3 

合・単板用 3,061 2,953 2,782 2,805 3,042 3,126 2.8 

パルプ用 10,967 12,466 12,563 12,226 10,926 10,623 △2.8 

木質ボード用 2,472 3,310 3,201 3,153 3,066 3,203 4.5 

バイオマス用 184 412 598 805 1,865 2,633 41.2 

その他 4,071 3,045 2,931 3,452 3,516 3,475 △1.2 

自給率 11.9 13.5 15.2 16.2 17.4 18.0 0.6p 

 

表２ 主要製品用木材輸入量見通し 

区分 
2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年見通し 

（千 m3） 前年比（％) 

製材用 5,440 4,997 5,028 4,863 5,044 5,052 0.2 

合・単板用 3,061 2,953 2,782 2,805 3,013 3,096 2.8 

パルプ用 10,170 11,574 11,541 11,193 9,946 9,626 △3.2 

木質ボード用 1,350 1,699 1,557 1,588 1,591 1,703 7.0 

バイオマス用 20 192 234 421 1,163 1,667 43.3 

その他 3,390 2,482 2,256 2,443 2,494 2,487 △0.4 

合計 23,431 23,897 23,398 23,313 23,254 23,628 1.6 
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表３ 主要製品用国産材数量見通し 

区分 
2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年見通し 

（千 m3） 前年比（％) 

製材用 412 429 505 515 692 700 5.9 

合・単板用 - - - - 29 30 3.4 

パルプ用 797 892 1,022 1,033 980 1,000 2.0 

木質ボード用 1,122 1,611 1,644 1,565 1,475 1,500 1.7 

バイオマス用 164 220 364 384 702 966 37.6 

その他 681 563 675 1,009 1019 988 △3.0 

合計 3,176 3,715 4,210 4,506 4,897 5,184 5.9 

 

 

（本文は現地レポートを基に編集したもの） 


